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この記事の終わりに、こう書いてあります。まさにその通りだと私も思っています。

新聞のよいところは、自分の興味のある記事の隣にある自分の関心の無い記事が目に飛び込んでくるところ。
思わず、見出しを読むと、「こんな記事もあるんだ」と知的好奇心を刺激されます。好きな記事しか読まない
「偏食」のネットとは違って、新聞には、さまざまな情報が「総合栄養食」のように詰まっているのです。
「大事なのは、新聞を手に取って、めくることを毎日、１日１０分でもいいから続けること。そうすると、
社会への関心が高まり、視野が広がります」

子どもの頃、たたみの間でよく寝そべりながら新聞を読む父の姿に、少しあこがれを感じていました。気づけば
今の自分も、そうして新聞を見ています。親の影響って受けるのですね。息子もそうなってくれるかなぁ・・・。


